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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】配送用紙袋は、配送物が梱包する紙袋より小さ
い場合に紙袋の一部が余り、配送時の取り扱いが不便に
なる。これを防止するために、別途に粘着テープを必要
とせず、配送物を、コンパクトに固定できる配送用封筒
形袋包装体の製造方法及び該製造方法に用いる封筒形袋
を提供する。
【解決手段】封筒形袋に、配送物を挿入後、封筒形袋の
封口部を反転折り返して封筒形袋面に密着させ、包装体
の左右側縁から外側に飛び出している封口片の左右両端
部の封口片の端部６ｂを包装体の側面側に回して封筒形
袋の面に貼着固定する配送用封筒形袋包装体の製造方法
である。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前面シート１と後面シート２の表裏２枚の紙シートの底部及び側縁は封鎖され、上部が
開口部である封筒形状の袋であって、該封筒形袋の前面シート１から延設された封口片６
を有し、該封口片６は、後面シート２の開口縁３と同一の長さＬの封口片の中央部６ａと
その左右両端に設けた封口片の端部６ｂとからなるものであり、該封口片６の内面側に、
粘着剤層８及び該粘着剤層８に貼着された剥離紙７を有する封筒形袋に、配送物を挿入後
、前面シート封口片６の剥離紙７を剥がして、封口片６を後面シート２の開口縁３をまた
いで折り返して、後面シート２の上端縁に、封口片６の露出した粘着剤層８によって封口
片６を貼着して封筒形袋の開口部を封緘して封緘部９を形成して、次いで、封筒形袋の封
緘部９を封筒形袋の前面シート１側に略１８０度反転折り曲げて、封緘部９を前面シート
１に密着させ、前面シート１の左右側縁から外側に飛び出している封口片６の左右両端部
にある封口片の端部６ｂを包装体の側面側に回して、該封口片の端部６ｂに露出している
左右両粘着剤層８によって、該封口片の端部６ｂを封筒形袋の面に貼着固定することを特
徴とする配送用封筒形袋包装体の製造方法。
【請求項２】
　前面シート１と後面シート２の表裏２枚の紙シートの底部及び側縁は封鎖され、上部が
開口部である封筒形状の袋であって、該封筒形袋の前面シート１から延設された封口片６
を有し、該封口片６は、後面シート２の開口縁３と同一の長さＬの封口片の中央部６ａと
その左右両端に設けた封口片の端部６ｂとからなるものであり、該封口片６の内面側に、
粘着剤層８及び該粘着剤層８に貼着された剥離紙７を有する封筒形袋に、封口片６の外面
であって、封口片６の下縁に沿って粘着剤層１０及び該粘着剤層１０に貼着された開口縁
剥離紙１１を有する封筒形袋に、配送物を挿入後、前面シートの封口片６の剥離紙７を剥
がして、封口片６を後面シート２の開口縁３をまたいで折り返して、後面シート２の上端
縁に、封口片６の露出した粘着剤層８によって封口片６を貼着して封筒形袋の開口部を封
緘して封緘部９を形成して、次いで、封筒形袋の封緘部９を封筒形袋の前面シート１側に
略１８０度反転折り曲げて、封緘部９の背面を前面シート１に密着させて、封口片６の下
縁に沿って設けた粘着剤層１０によって、封緘部９の背面を前面シート１の面に貼着固定
したとき、前面シート１の左右側縁から外側に飛び出している封口片６の左右両端部にあ
る封口片の端部６ｂを包装体の側面側に回して、該封口片の端部６ｂに露出している左右
両粘着剤層８によって、該封口片の端部６ｂを封筒形袋の面に貼着固定することを特徴と
する配送用封筒形袋包装体の製造方法。
【請求項３】
　封筒形袋の封緘部９を封筒形袋の前面シート１側に略１８０度反転折り曲げる位置が、
収納されている配送物の上部と封緘部９の中間より配送物の上部側よりである請求項１記
載の配送用封筒形袋包装体の製造方法。
【請求項４】
　前面シート１と後面シート２の表裏２枚の紙シートの底部及び側縁は封鎖され、上部が
開口部である封筒形状の袋であって、該封筒形袋の前面シート１から延設された封口片６
を有し、該封口片６は、後面シート２の開口縁３と同一の長さＬの封口片の中央部６ａと
その左右両端に設けた封口片の端部６ｂとからなるものであり、該封口片６の内面側に、
粘着剤層８及び該粘着剤層８に貼着された剥離紙７を有する封筒形袋に、配送物を挿入後
、前面シートの封口片６の剥離紙７を剥がして、封口片６の露出した粘着剤層面を封筒形
袋の後面シート２側に略１８０度反転折り曲げて、封口片の中央部６ａの粘着剤層８を後
面シート２に密着させて貼着して、後面シート２の左右側縁から外側に飛び出している封
口片の端部６ｂを包装体の側面側に回して、該封口片の端部６ｂに露出している左右両粘
着剤層８によって、該封口片の端部６ｂを封筒形袋の面に貼着固定することを特徴とする
配送用封筒形袋包装体の製造方法。
【請求項５】
　封筒形袋の封口部を封筒形袋の後面シート２側に略１８０度反転折り曲げる位置が、収
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納されている配送物の上部と封口部の中間より配送物の上部側よりである請求項４記載の
配送用封筒形袋包装体の製造方法。
【請求項６】
　前面シート１の上端縁の封口片６の延設が、封口片材料の下縁側部６ｃを前面シート１
の上端縁に沿って貼着する手段によるものであり、該封口片材料Ｈは、長さの異なる上縁
側部の封口片６と下縁側部６ｃからなる段違い形状の封口片材料であって、封口片６は前
面シート１の上端縁の長さより長く、封口片材料の下縁側部６ｃは前面シート１の上縁の
長さと同一であり、かつ、該封口片材料Ｈの裏面全面に粘着剤を塗布し、封口片材料Ｈの
上縁側部の封口片６には剥離紙１１を貼着した封口片材料Ｈであり、該封口片材料の下縁
側部６ｃの粘着剤層１０によって該封口片材料の下縁側部６ｃを前面シート１の上端縁に
沿って貼着して行う手段によるものである請求項１～５のいずれかに記載の配送用封筒形
袋包装体の製造方法。
【請求項７】
　封筒形袋が、側縁に折り目付側面４を有する封筒形袋である請求項１～６のいずれかに
記載の配送用封筒形袋包装体の製造方法。
【請求項８】
　封口片６の粘着剤層８に貼着された剥離紙７が、封口片の中央部６ａと封口片の端部６
ｂの境界線上に切り目があるものである請求項１～７のいずれかに記載の配送用封筒形袋
包装体の製造方法。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれかに記載の製造方法に用いる封筒形袋。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、郵便、宅配便等に使用される配送物を梱包するための配送用紙袋の製造方法
及び配送用紙袋の製造方法に用いる配送用紙袋に関する。詳しくは、予め用意された定寸
の配送用紙袋より長さ方向が小さく、収納後の袋体上部の空間部分が梱包の邪魔になる配
送物を、簡便かつコンパクトに梱包することができる配送用封筒形袋包装体の製造方法及
び該製造方法に用いる封筒形袋に関する。
【背景技術】
【０００２】
　封筒形状の紙袋は、手紙等の紙シートを収納して送付する以外に、厚さがある小物の物
品を収納して配送袋とする場合がある。
　このような場合に、物品の厚さのために、封緘部分が配送中に破れ易いという欠点を防
止するために、封口片を２重構造にする封筒が知られている（特許文献１参照）。
　また、封緘方法として、封口片の幅を封筒の幅より長くして、粉体のような内容物を充
填しても漏れの生じない端部２重封緘構造を備える紙袋が開示されている（特許文献２参
照）。
　従来より、配送会社では、配送物を収納する封筒形袋は、物品の幅に対応して、数種類
の幅の定寸の長さの封筒形袋を用意している。各幅毎に、配送物の長さに対応して、数種
類の長さの封筒形袋を用意することは定寸の封筒形袋の数が多くなりすぎるので、長さ毎
に対応する封筒形袋は用意されていない。
　従来より、配送物を、該配送物の幅に対応する封筒形袋に収納したときに、配送物の長
さより、封筒形袋の長さが大きすぎて、封筒形袋の収納可能容積の上部の相当部分が余り
、この余った部分は運送業務の邪魔になる。従来は、配送物をコンパクトにするために、
この余った部分は、配送物の収納容積一杯の袋体の位置で袋体の表面に折り曲げて重ねて
、別に用意したガムテープで、包装体の収納胴周り部分に粘着固定して、配送物の梱包容
積をコンパクトにして、配送の取り扱いを容易にしている。
　しかし、袋の開口部の封緘作業の後で、ガムテープをロール巻きから適当な長さに切り
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取って、これを用いて、折り曲げられた封筒形袋体の先端を封筒形袋の面に固定する操作
は、切り取ったガムテープの露出した粘着剤層があちこちにまとわりつくので非常に手間
がかかる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実開平６－１２５３号公報
【特許文献２】特開２００３－１４６３４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、収納物を収納した封筒形袋包装体の封口部が破れやすい欠点を防止するとと
もに、配送物の長さに関わりなく、配送操作の邪魔になる封筒形袋の上部に不要の余り部
分を生じないコンパクトな配送用封筒形袋包装体の製造方法及び該製造方法に用いる封筒
形袋を提供することを目的とする。
　本発明は、封筒形袋に配送物を収納した場合に、配送物の長さが、封筒形袋の長さより
短く、封筒形袋包装体の上部に、配送過程の取り扱いにおいて邪魔になる封筒形袋の上部
に余り部分が生じる場合には、別の固定手段を用意することなく、封筒形袋の封口片によ
って、迅速に包装体の面に密着させて処理することを目的とする。
　また、配送物の寸法が、封筒形袋の長さとちょうど適合する場合には、この封筒形袋包
装体の上部の余った部分は発生しないが、袋体の容積一杯に収納された配合物の厚さが開
口部の封口の両端部に応力が集中して、開口部の封口の両端部が破損しやすくなる。
　本発明は、配送物の寸法が、封筒形袋の長さとちょうど適合する場合には、開口部の封
口の両端部の強度を補強することを目的とする発明である。
　本発明は、いずれの場合においても、配送物の容積とあまり変わらない容積の包装体を
製造することによって、配送物のコンパクトな包装体を得て、配送過程の取り扱いを容易
にすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明者らは、上記の課題を解決すべく鋭意研究した結果、封口部に特殊な封口片を設
け、特殊な封口部の折り畳み型によって、簡便かつコンパクトに梱包することができるこ
とを見い出し、この知見に基づいて本発明を完成するに至った。
　すなわち、本発明は、
（１）前面シート１と後面シート２の表裏２枚の紙シートの底部及び側縁は封鎖され、上
部が開口部である封筒形状の袋であって、該封筒形袋の前面シート１から延設された封口
片６を有し、該封口片６は、後面シート２の開口縁３と同一の長さＬの封口片の中央部６
ａとその左右両端に設けた封口片の端部６ｂとからなるものであり、該封口片６の内面側
に、粘着剤層８及び該粘着剤層８に貼着された剥離紙７を有する封筒形袋に、配送物を挿
入後、前面シート封口片６の剥離紙７を剥がして、封口片６を後面シート２の開口縁３を
またいで折り返して、後面シート２の上端縁に、封口片６の露出した粘着剤層８によって
封口片６を貼着して封筒形袋の開口部を封緘して封緘部９を形成して、次いで、封筒形袋
の封緘部９を封筒形袋の前面シート１側に略１８０度反転折り曲げて、封緘部９を前面シ
ート１に密着させ、前面シート１の左右側縁から外側に飛び出している封口片６の左右両
端部にある封口片の端部６ｂを包装体の側面側に回して、該封口片の端部６ｂに露出して
いる左右両粘着剤層８によって、該封口片の端部６ｂを封筒形袋の面に貼着固定すること
を特徴とする配送用封筒形袋包装体の製造方法、
（２）前面シート１と後面シート２の表裏２枚の紙シートの底部及び側縁は封鎖され、上
部が開口部である封筒形状の袋であって、該封筒形袋の前面シート１から延設された封口
片６を有し、該封口片６は、後面シート２の開口縁３と同一の長さＬの封口片の中央部６
ａとその左右両端に設けた封口片の端部６ｂとからなるものであり、該封口片６の内面側
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に、粘着剤層８及び該粘着剤層８に貼着された剥離紙７を有する封筒形袋に、封口片６の
外面であって、封口片６の下縁に沿って粘着剤層１０及び該粘着剤層１０に貼着された開
口縁剥離紙１１を有する封筒形袋に、配送物を挿入後、前面シートの封口片６の剥離紙７
を剥がして、封口片６を後面シート２の開口縁３をまたいで折り返して、後面シート２の
上端縁に、封口片６の露出した粘着剤層８によって封口片６を貼着して封筒形袋の開口部
を封緘して封緘部９を形成して、次いで、封筒形袋の封緘部９を封筒形袋の前面シート１
側に略１８０度反転折り曲げて、封緘部９の背面を前面シート１に密着させて、封口片６
の下縁に沿って設けた粘着剤層１０によって、封緘部９の背面を前面シート１の面に貼着
固定したとき、前面シート１の左右側縁から外側に飛び出している封口片６の左右両端部
にある封口片の端部６ｂを包装体の側面側に回して、該封口片の端部６ｂに露出している
左右両粘着剤層８によって、該封口片の端部６ｂを封筒形袋の面に貼着固定することを特
徴とする配送用封筒形袋包装体の製造方法、
（３）封筒形袋の封緘部９を封筒形袋の前面シート１側に略１８０度反転折り曲げる位置
が、収納されている配送物の上部と封緘部９の中間より配送物の上部側よりである第１項
記載の配送用封筒形袋包装体の製造方法、
（４）前面シート１と後面シート２の表裏２枚の紙シートの底部及び側縁は封鎖され、上
部が開口部である封筒形状の袋であって、該封筒形袋の前面シート１から延設された封口
片６を有し、該封口片６は、後面シート２の開口縁３と同一の長さＬの封口片の中央部６
ａとその左右両端に設けた封口片の端部６ｂとからなるものであり、該封口片６の内面側
に、粘着剤層８及び該粘着剤層８に貼着された剥離紙７を有する封筒形袋に、配送物を挿
入後、前面シートの封口片６の剥離紙７を剥がして、封口片６の露出した粘着剤層面を封
筒形袋の後面シート２側に略１８０度反転折り曲げて、封口片の中央部６ａの粘着剤層８
を後面シート２に密着させて貼着して、後面シート２の左右側縁から外側に飛び出してい
る封口片の端部６ｂを包装体の側面側に回して、該封口片の端部６ｂに露出している左右
両粘着剤層８によって、該封口片の端部６ｂを封筒形袋の面に貼着固定することを特徴と
する配送用封筒形袋包装体の製造方法、
（５）封筒形袋の封口部を封筒形袋の後面シート２側に略１８０度反転折り曲げる位置が
、収納されている配送物の上部と封口部の中間より配送物の上部側よりである第４項記載
の配送用封筒形袋包装体の製造方法、
（６）前面シート１の上端縁の封口片６の延設が、封口片材料の下縁側部６ｃを前面シー
ト１の上端縁に沿って貼着する手段によるものであり、該封口片材料Ｈは、長さの異なる
上縁側部の封口片６と下縁側部６ｃからなる段違い形状の封口片材料であって、封口片６
は前面シート１の上端縁の長さより長く、封口片材料の下縁側部６ｃは前面シート１の上
縁の長さと同一であり、かつ、該封口片材料Ｈの裏面全面に粘着剤を塗布し、封口片材料
Ｈの上縁側部の封口片６には剥離紙１１を貼着した封口片材料Ｈであり、該封口片材料の
下縁側部６ｃの粘着剤層１０によって該封口片材料の下縁側部６ｃを前面シート１の上端
縁に沿って貼着して行う手段によるものである第１～５項のいずれかに記載の配送用封筒
形袋包装体の製造方法、
（７）封筒形袋が、側縁に折り目付側面４を有する封筒形袋である第１～６項のいずれか
に記載の配送用封筒形袋包装体の製造方法、
（８）封口片６の粘着剤層８に貼着された剥離紙７が、封口片の中央部６ａと封口片の端
部６ｂの境界線上に切り目があるものである第１～７項のいずれかに記載の配送用封筒形
袋包装体の製造方法、及び
（９）第１～８項のいずれかに記載の製造方法に用いる封筒形袋、
を提供するものである。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明の配送用封筒形袋包装体の製造方法及び該製造方法に用いる封筒形袋によれば、
配送中の多少の手荒い取り扱いにも耐える強度の高い封緘及び、簡便な操作で迅速に封緘
でき、かつコンパクトな梱包の固定を達成することができる。
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【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の第１態様に用いる封筒形袋包装の正面側からの斜視図である。
【図２】図１の背面側からの斜視図である。
【図３】図１の封口片の積層構造を示す断面図である。
【図４】図１の封筒形袋に配送物を収納して、封緘した状態の斜視図である。
【図５】本発明の図４の状態から包装体の先端を９０度折り曲げた状態の斜視図である。
【図６】本発明の図５の状態から包装体の先端をさらに折り曲げて、本発明包装体を作製
した状態の斜視図である。
【図７】本発明の封口片を設けるために用いる封口材料の構造を示す平面図である。
【図８】本発明の第２態様の製造方法において、図１の封筒形袋に配送物を収納した状態
の斜視図である。
【図９】本発明の第２態様の製造方法において、図８の状態から製造できる配送用封筒形
袋包装体の斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、図面を用いて本発明について詳細に説明する。
　図１は本発明の第１態様の実施例の配送用封筒形袋包装体の正面側からの斜視図であり
、図２は図１の本発明の配送用封筒形袋包装体の背面側からの斜視図である。図３は、図
１の封口片６の積層構造を示す断面図である。図４は、図１の封口片６を後面シート２側
に折り返して、開口部を封緘した状態の斜視図であり、図５は、包装体の先端を９０度折
り曲げた状態の斜視図であり、図６は、図５を経由して、完成された本発明配送用封筒形
袋包装体の斜視図である。
　図１～６の本発明の実施例の配送用封筒形袋包装体の封筒形袋の開口縁３の長さは、２
００ｍｍであり、封筒形袋の高さは３００ｍｍである。
　本発明の封筒形袋に用いる寸法は袋の開口縁３の長さが１００ｍｍから４５０ｍｍで、
封筒形袋の高さが２００～５００ｍｍの封筒形袋程度まで使用することができる。
　図１～２の封筒形袋は、図に示すように、側縁には折り目付側面４を有している。
　折り目付側面４は、折り目ｍで折り畳むことができ、使用する前は、側面を折り畳んで
１枚の扁平シートとして積み重ねて保存することができる。そして、使用時には、側縁の
折り目付側面４を展開して、厚みがある配送物を封筒形袋に収納することができるので、
折り目付側面４を設けるのが好ましい。
【０００９】
　本発明封筒形袋は、前面シート１、前面シート１と同寸の長方形の後面シート２、該前
後面シートの高さの長さと同一の長辺と該長辺の５分の１以下の短辺からなる長方形の左
右折り目付側面４、左右折り目付側面４の短辺と同一の短辺と、前後面シートの幅の長さ
と同一の長辺からなる長方形の底面シート５よりなる収納部を有する紙袋となっている。
左右折り目付側面４には、中央に折り目ｍの折り癖が付けられている。この折り目ｍで折
り曲げて左右側面シートを畳むことによって、本発明の封筒形袋の立体形状は、平面形状
にすることができる。また、折り目ｍは、本発明の封筒形袋に品物を収納した後、封筒形
袋の上部の折り目ｍを畳んで、開口部を閉じて開口部の上縁を図５のように揃えることが
できるので便利である。
　前後面シートの幅の長さは、収納物の幅によって適宜選択することができ、１００ｍｍ
から４５０ｍｍの長さの間に適宜間隔を設けて、２～５種類の長さの紙袋を予め用意して
おき、送付すべき収納物が入る最も幅の狭いものを選択して使用することができる。
　本発明の送付用紙袋の材質は、通常封筒形袋に用いる材料を特に制限無く使用すること
ができ、紙、プラスチックシート、不織布シート、プラスチックフィルムのラミネート紙
等を使用することができる。特に、配送中の取り扱いにも破れにくく、腰があり、印刷性
も良く、強度の大きいクラフト紙が好ましい。
【００１０】
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　図１～２の第１態様の実施例の封筒形袋では、長方形の前面シート１の上端縁には、前
面シート１の上端縁の長さより長い封口片６が、前面シート１から一体的に延設されて設
けられている。図１～２の封口片６は、後面シート２の開口縁３（図２）と同一の長さＬ
の封口片の中央部６ａ部分と、その左右両端に設けた封口片の端部６ｂ部分が、一体的に
連続して形成されている。図３に示すように、封口片６の内面側に、粘着剤層８及び該粘
着剤層８に貼着された剥離紙７が設けられている。この剥離紙７は、封口片の中央部６ａ
部分と封口片の端部６ｂ部分の境界線で、切り目を入れて、剥離紙の中央部７ａと剥離紙
の端部７ｂが別々に剥がれるようにしておくと製造工程上は便利となるので好ましい。
　そして、封口片６の外面側には、図３に示すように、封口片６の下縁、すなわち封筒形
袋の開口縁３に沿って、粘着剤層１０及び該粘着剤層１０に貼着された開口縁剥離紙１１
が好ましい態様として設けられている。この粘着剤層１０は、図１～２の封筒形袋を封緘
したときの封緘部９の背面に設けられていて、封緘部９を前面シート１側に図６にように
折り曲げたときに、封緘部９の背面を前面シート１の面に貼着して固定する役割を果たす
ものである。この貼着固定によって、本発明の包装体の配送中の強度を若干強化すること
ができる。
【００１１】
　本発明封筒形袋を用いて、本発明配送用封筒形袋包装体を製造するときは、まず、配送
物を開口部から挿入後、前面シートの封口片の中央部６ａ部分の上に貼着されている剥離
紙の中央部７ａを剥がして（図２）、封口片６を後面シート２の開口縁３をまたいで折り
返して、後面シート２の上端縁に、封口片の中央部６ａ部分の露出した粘着剤層８によっ
て封口片の中央部６ａ部分を貼着して封筒形袋の開口部を封緘して封緘部９を形成すると
、図４のように、封緘部９が包装体の上部先端に形成される（図４は図２の手前側に封緘
部９を手前側に後面シート２がある状態で、封口部６を折り返して封緘部９を形成後、１
８０度水平回転して、手前側に前面シート１の面が来る状態にした図面である）。
　次いで、図４の封筒形袋の封緘部９を封筒形袋の前面シート１側に９０度折り曲げると
、図５の状態になる。このとき、折り曲げる位置は、収納された配送物の高さに近い位置
を選択するのが包装体がコンパクトとなるので望ましいが、封緘部と配送物の高さの位置
の中間よりも配送物よりの位置で封筒形袋を折り曲げるのが望ましい。
　図５の状態において、開口縁剥離紙１１を剥がして、粘着剤層１０を露出させて、さら
に、９０度折り曲げて、粘着剤層１０によって、前面シート１の面に封緘部９の背面を貼
着固定する。次いで、包装体の側縁から突出している左右の封口片の端部６ｂの面に貼着
している剥離紙７ｂを剥がして、封口片の端部６ｂの露出した粘着剤層８によって、封口
片の端部６ｂを包装体の側面に接着固定すると、図６の本発明の配送用封筒形袋包装体が
作製できる。
【００１２】
　本発明の製造方法は、包装体の先端を包装体の側面に粘着固定するための粘着テープを
別に用意することなく、最初から封筒形袋に設けられた封口片を延設して設けられた粘着
テープによって、封口操作の一貫として連続的に包装体の先端を固定することができるの
で、包装体の作製の操作が迅速かつ簡単にできる。
　また、本発明包装体は、配送物の長さが封筒形袋の高さとほぼ釣り合った場合も同一の
包装体の作製方法が適用できる。この場合、封緘直後の状態は、図４の封筒形袋の上部の
首部分の長さが殆どゼロの状態となり、その結果、折り曲げ位置が封緘部９の下縁の位置
になって、封緘部９のみが折り曲げられて、封緘部９の固定は、配送物の厚みの肩部分に
固定されることになり、配送物とほぼ同寸のコンパクトな包装体を作製することができる
。この場合は、封口片の端部６ｂの露出した粘着剤層８によって、封口片の端部６ｂを包
装体の側面に接着固定すると、破損しやすくなっている封緘の角部を縦横方向から２重に
補強していて、封緘部９は、包装体の側面にしっかりと固定されているので、封緘部９の
角から破損するおそれはない。
　本発明の封口片６は、前面シート１から一体的に延設する態様と、前面シート１の上縁
に別の封口シートを取り付ける態様がある。
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　別の封口片を取り付ける場合は、図７に示す封口片材料Ｈを別に用意する。封口片材料
Ｈは、前面シート１の上端縁の長さより長い上縁部を封口片６として有し、前面シート１
の上端縁の長さと同一の封口片材料の下縁側部６ｃからなるものであって、前面シート１
の上端縁に封口片材料の下縁側部６ｃを粘着剤又は融着固定で固定することができる。
　図１の封口片６の延設方法として、封筒形袋の製造と一体的に製造する方法以外に、図
７に示される封口片材料Ｈを封筒形袋と別に用意して、前面シート１の上端縁に、封口片
材料の下縁側部６ｃの粘着剤によって貼着する方法を好適に用いることができる。
　封口片材料Ｈを別に用いる態様は、封口片を貼着する工程が増加するが、図１～２の段
違い形状であって、しかも封口片の形状が特殊な封筒形袋を、直接連続製造方法で作るの
は困難であり、開口部の直線切りの周知の連続封筒製袋方法と、封口片材料Ｈの連続製造
方法と、封口片材料Ｈと直線切りの封筒との連続貼着工程を組み合わせる方がかえって簡
単に連続製造できる利点があり、さらに、封口片材料Ｈを別に用意する方法では、封筒形
袋の材質と封口片の材質及び色を変えたり、封口片材料Ｈの上縁に特殊な形状を設けたり
して包装体の中央部の形状印刷に意匠性を持たせたりすることができる利点がある。
【００１３】
　次に、本発明の第２態様の製造方法を説明する。
　第２態様の製造方法には、第１態様と同一の封筒形袋を使用することができる。
　第１態様と、封口部の状態及び封口部の畳み方が異なる。
　本発明の第２態様では、図１～２の封筒形袋の底部に単に配送物を挿入して、封筒形袋
の上部の空の部分の封筒を畳んで開口部の上縁及び幅を合わせて、図８の形状にする。そ
して、封口片６の剥離紙７を剥がして、第１態様の図４のように開口部の封緘をしないで
、そのまま封口片６とともに粘着剤層８を後面シート２の面側（第１態様では前面シート
側）に略１８０度反転して折り曲げて、封口片の中央部６ａ部分を、後面シート２の面に
貼着することによって、開口部の封口と包装体の先端の固定を同時に実行することができ
る。そして、後面シート２の左右側縁から外側に飛び出している封口片の端部６ｂを包装
体の側面側に回して、該封口片の端部６ｂに露出している左右両粘着剤層８によって、該
封口片の端部６ｂを封筒形袋の面に貼着固定して、外観上は、図６と同様の図９の配送用
封筒形袋包装体を作製することができる。
　図６の配送用封筒形袋包装体と外観上で相違する点は、前面シート１と後面シート２が
入れ替わっているだけである。内部構造としては、封筒形袋の開口部は、合わさっている
だけで、図６のように封口片によって封緘部を形成していない相違点がある。
　図６の配送用封筒形袋包装体の場合は、粘着剤層１０を用いない場合は、封緘部の背面
は前面シート１に固定されないが、図９の配送用封筒形袋包装体では、粘着剤層１０がな
くとも、包装体の先端の背面は後面シート２に固定されている。
　第１態様の場合は、封緘構造がしっかりしているので、粉体等の漏れがない利点がある
。しかし、粘着剤層１０を用いないと、包装体の先端と前面シート１との間にスリットが
生じる。
　第１態様と第２態様の製造方法で製造される配送用封筒形袋包装体の性能の相違点は、
一長一短であり、適宜状況に応じて、同一の封筒形袋を用いて、包装体の製造方法を使い
分けることができる。
【産業上の利用可能性】
【００１４】
　本発明の配送用封筒形袋包装体の製造方法及び該製造方法に用いる封筒形袋によれば、
強度の高い封緘、及び簡便かつコンパクトな包装体の梱包を達成することができる。
　発送者側においては、梱包が容易となり、配達側では、送付物がコンパクトでしっかり
と梱包されているため、作業効率が増すこととなる。
【符号の説明】
【００１５】
　１　前面シート
　２　後面シート
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　３　開口縁
　４　折り目付側面
　５　底面シート
　６　封口片
　６ａ　封口片の中央部
　６ｂ　封口片の端部
　６ｃ　封口片材料の下縁部
　７　剥離紙
　７ａ　剥離紙の中央部
　７ｂ　剥離紙の端部
　８　粘着剤層
　９　封緘部
　１０　粘着剤層
　１１　開口縁剥離紙
　Ｈ　封口片材料
　Ｌ　開口縁の長さ
　ｍ　折り目

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】
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